
令和２年度の事業計画について説明します。
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・事業計画は、革新的なバイオ産業の創出、3つの
重点分野、研究開発支援事業、製品化等の事業化支
援、交流連携推進、バイオ産業拠点推進会議に関す
る数値データについて説明します。
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・これまでの支援事業の成果、国外におけるバイオ
技術を産業利用する状況、国内のバイオ技術の実装
化に取り組むバイオ戦略の策定などの背景を受け、
福岡バイオバレープロジェクトにおいても一層の発
展を目指し、３項目の方向性を打ち出しました。そ
のうちのひとつ、新たなインキュベーション施設の
建設を開始しています。
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・建設しているのは、ゲノム編集、核酸医薬、ス
マートセルなど先端的なバイオ分野に関する研究の
拠点化を図るためのインキュベーション施設です。
・約５０㎡と８０㎡と１００㎡の３タイプのイン
キュベーション室と開放型試験室を配置し、スマー
トセルの設計、分析に対応できる実験機器も整備し
ます。
・令和３年３月に完成予定です。
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・令和２年度も引き続き、創薬、食品および地方創
生に関する３項目を重点分野とします。
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・令和２年度に、福岡バイオバレープロジェクトの
支援事業を実施している企業のうち、創薬に関連す
る企業を記載しました。ここにあげた以外にも創薬
関連企業があり、創薬に関する企業群が県内に集積
してきており、今後さらに集積が進んでいくことが
期待されます。
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・機能性表示食品開発支援事業では、令和２年度も
引き続き、相談窓口、目利き調査、届出支援を行
います。

（研究レビュー（システマティックレビュー）：一定のルールに基づき文献
を検索し、総合的に評価）

（目利き調査は、国が開始した「機能性表示食品」制度に合致するかどうか
について事前調査を行って支援するものです。）
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・届出の資料作成支援では、食品企業の開発担当者
を中心に少人数を対象として詳細な内容を説明す
る研究会を継続して実施します。既に前期の２回
を実施しています。
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・ 「ふくおか発機能性食品・ヘルスケア商品展示
商談会」は、昨年度までふくおか「農と商工の自
慢の逸品」展示商談会と同時開催していました。
・今年度は１１月に開催される「FoodStyle2020 
in Fukuoka」との共同開催で準備を進めており、
30社の出展を予定しています。商談会を一体的に
開催し、より多くのバイヤーとのマッチングの機
会を提供します。

・これらの各種支援をとおして県内関連企業の機能
性表示食品届出を促進します。
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・地方創生推進交付金を活用した共同研究では、令
和２年度は３分野８研究テーマを実施します。
・最終年度となり、次年度の地方創生関連の大型事
業への採択に向け準備中です。
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・令和２年度の可能性試験は、４課題を支援をしま
す。
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・育成支援型、実用化支援型では、昨年度からの継
続課題が３課題、新規採択課題が５課題、合計８
課題を支援します。
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・昨年度より開始したスマートセルに関する研究支
援は、令和2年度は、KAICO㈱のワクチン開発を
新規採択し、昨年度からの継続課題と合わせ、３
課題を支援します。
・中国湖北省武漢市を発端とする新型コロナウィル
ス感染症(COVID-19)は、世界的な流行となり、
迅速かつ有効な対策が求められています。しかし
ながら、このウィルスに対して有効な治療薬等が
確立されていないのが現状です。この社会的緊急
性に鑑み、新型コロナウイルス感染症治療に繋が
る研究開発を目指す事業者に支援を行い、その成
果の実用化・事業化を推進することを目的とする、
新型コロナウイルス特別枠を新たに設置しました。
・今回、㈱ボナックから提案された感染症治療薬の
開発を採択しました。
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・製品開発プロジェクト研究会では、 ６月末時点
で新規に４研究会が立ち上がっています。製品化
へ向けた課題の解決に向け、取り組みが進んでい
ます。
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・推進会議の役員体制です。
・昨年度より継続してご就任頂いています。
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・昨年度までの企画運営委員は、任期が令和元年度
までとなっており、令和２年４月の異動や退職等の
ため継続して就任をお願いできない委員がいらっ
しゃいました。
・本年度より、新たに九州大学の大戸茂弘先生に委
員にご就任頂き、表の体制となっています。
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・企画運営委員会は、７月８日に開催し、本年度の
事業計画等について協議を行いました。
・総会は、今年度は、これまでの形式の総会は中止
し、WEBを活用し総会資料を掲載する予定です。
・また、総会で予定していた講演は、状況を見て講
演会のみを開催する予定です。
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・バイオ分野の最新情報を会員の皆様に提供するバ
イオ研究・ビジネス最前線は、８回程度の開催を
予定しています。
・現時点で、九州大学にて、「食品分析実習」を予
定しています。
・その他に、「機能性表示食品届出」や「食品製造
におけるAIとIoT」に関する講演、「微生物関
係」等の実習を計画中です。また、地方創生事業
の成果を紹介する場としてシンポジウムを東京に
て開催する予定です。
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・国際展示会BioJapanに出展ブースを確保し、会
員企業の出展を支援します。令和2年度は５企業の
出展を支援予定です。
・昨年度好評だったプレゼンテーション枠も確保し
ています。
・また、食品開発展への出展支援も引き続き行いま
す。会員企業５社の出展が決定しています。

19



・上のグラフは、福岡県バイオ産業拠点推進会議の
会員数に関する数値データです。
・会員数は毎年増加しています。
・下のグラフは、福岡バイオバレープロジェクトで
支援した製品化数、売上の累計額で、年々増加し
ています。
・製品化数、売上額は現在の暫定値です。現在も
データを収集中で、数値は増える可能性がありま
す。
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・福岡県バイオ産業拠点推進会議の会員企業の構成
のデータです。
・会員数は毎年増加し、特に食品関連企業の入会が
増えています。
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